Standardized Excellences : Traditions and Changes in Elite Private Secondary Schools in America by 岩井, 八郎
Title標準化された優秀性 : アメリカにおける私立エリート中学校の伝統と変容
Author(s)岩井, 八郎









岩  井  八  郎  
Standardized Exce11ences：   
TraditionsandChangesinElitePrivateSecondarySchooIsinAmerica  
IwAIHachiro  










かったスーパープレーがゲー ム終了寸前に生じて語り草になる。何年かに一度くらいは，そのよ  
うなプレーが全米のどこかで現れ，繰り返しテレビで放送されている。これがアメリカン・フッ  






せぬ能力が，突然のごとく表に現れることへの期待感も大きいだろう。   
本稿は，アメリカのいわゆる「プレップ・スクール（prepschooIs）」について，既存の文献を  
中心に，その伝統と変容を整理する。アメリカの学校教育は「至高のシステム（The One Best  
System）」と呼ばれる公立学校が中心であって，現在でも私立中等学校（第9学年から12学年ま  
で）に就学する者は10％以下である（1）。さらにその中でも，伝統と威信を誇り，プレップ・ス  
ー99 －－   



































トマイダス寄宿舎学校はこうした問題を解決するために必要不可欠な存在である（7）」。   
もちろん状況は徐々に変化してきた。「ハーヴァードのテコ入れで以前に比べればはるかに変  







りの結果が得られないとしても，子どもたちを委ねるにはきわめて効果的な方法である（8）」。   
オールド・マネーの子弟はかってに比べると，しだいにそのシェアを失い，アイビーリーグ校  
でも一定数に押さえられている。ハーヴァー ドの場合は，現在では約20％にとどめられている。  
成績が良くて，ハンサム，楽器もひけるしスポーツもやるような，申し分のないワスプの男がい  
たとしても，現在の選考基準のもとでは，アフリカ系アメリカ人のスーパー マンにはかなわない  
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考え方さえも，アメリカでは繰り返されるところではないか（10）」。   
しかし一方では，「子供たちにはセント・リージス（St．Regis）校に入れて，それからイエール  














ハーグァー ド大の社会学者として紹介されている。ホマンズにはイギリス中世経済史に関する業  
績もあるが，この点はあまり知られていない。ホマンズは，セントポールズ校の出身でハー  


















か頑が良いとか，話が面白いという者はいなかった（13）」。   
洗練されたオールド・マネーとがさつなニュー・マネーという分類に当てはまらない少年もい  
た。ユダヤ系もいたし，奨学生も含まれていたらしいが，当時のセントポールズ校では，誰が奨  
学金を得ているかはわからなかった。   
ホマンズはいじめられたようである。背が低くて，強くない。いじめたのは，野蛮なにわか成  
金の息子という図式だった。野蛮な成金の息子とイエール大学が結び付けられている。「がさつで  
野蛮なやつらは，少数派だっ た。そしてふつうはイエールにいった（14）」とある。   





クーやアンドーバー の卒業生よりも，ポーセリアン・クラブのメンバーに選ばれる可能性が高  













教えるのではない。これがよい教育方法の唯一の秘訣である（15）」。   
セントポールズ校の生活の中で，学業は重要であったが，成績の悪い者に劣等感を植え付ける  
ようなことはなかった。学業による差は，あまり大きな意味を持たなかった。  
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て，ニュージャー ジ州のVinelandで靴屋を営む。そこでは下層中流階級の失望感が漂い，アメ  
リカ社会の公平さについての決まり文句が色あせていた。カラベルは，そのような環境で成長し  
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岩井：標準化された優秀性  







るところであった。   
セントポールズ校が，オールドマネーの「スタイル」を重視するところならば，エクセターや  
アンドーバー は，前述のアルドリッジによれば，アメリカ型の「食うか食われるか型の実社会を  











ルの名前は，メイン・セントラル・インスティテュート（Maine CentralInstitute）という。  
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る。彼はまだ2年生であるが，プロ志望で，6月のNBAのドラフトでは第一順目で指名された。   
現在のプレップ・スクールの学年構成を見ると，PG（postgraduates）というプログラムを持  
つ学校があり，少数の高校卒業生を受け入れて大学進学準備教育を行っている。エクセクーやア  









クールの在り方にも影響を与えてきた。   


















ハーヴァー ド，イエール，プリンストンは，楽しい時間を過ごせる場所であった。……またその  
ような学生生活を通して，将来，ビジネス界でやっていくための貴重な人間関係を築く場でも  
－106－   
岩井：標準化された優秀性   
あった。この時期，学業がいかにキャンパスライフの周辺に位置したかを示す証拠がある。1927  
年から33年かけてイエール大に入学した2678名の30年後を追跡した研究結果によると，もっ  











らしさ，リーダーシ ップ，公共精神，フェアプレーが含まれており，これらが強調されると，ユ  
ダヤ系は排除されてしまう。カラベルは，「ユダヤ系は，アカデミックな面での発達が早く，アカ  
デミックな競争だけなら，勝利する。しかし身体の健全さと精神が強調されると，キリスト教系  
が優秀さを表にだすことができる（27）」と述べている。   






85．5％）であった。   
カラベルの提示した，代表的なプレップ・スクールからのビッグ3への合格者数を見ておこう  
（表1の（1）と（2））。セントポールズとグロトンは，はとんどの学生がビッグ3に進学する。  
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新入生の総数  1，001  
プレップ12校の％  18．1   
（2）1940年におけるビッグ3への進学  





















計  207  
新入生の総数  1，067  
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注1：1930年と40年は，Jerome Karabel，“Status一右roup Struggle，OrganizationalInterests and the Limits of  
InstitutionalAutonomy，”のTable3（p．22）による。  
注2：1990年代については，各校のインターネットのホームページからの情報，もしくは，The Handbook of Private  
SchooIs（Boston：PorterSargentPublishers，1999）に掲載された情報による。  
注3：（3）の＊印は，情報の掲載がない部分である。  









である。Roxbury Latinと呼ばれる私立学校からハーヴァードに進んだ。専門は化学である。  
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けるメリトクラティックな基準の優位は，1950年代まで続くが，その後，逆コースを辿っている。   
チャーンシは，新しく開発されたテストに魅了され，次々と導入を計っていく。そして一連  
のテストを運営する機関の設立へと動きを進める。今やSATやGREなどのテストを一手に管  






カラベルのデータが示すように，イエール大は，ハーヴァー ド大よりも多くのプレップ・ス  
クール出身者を入学させていた。イエールの変革が表に現れるのは，1960年代になってからであ  

























広く知れ渡っているのだ（32）」。   
私立学校出身が，57年卒業生の60％以上を占めていたが，その半数もPhiBeta Kappaのメ  
ンバーになれなかったし，TauBetaPhiのメンバーの中では6分の1だった。しかも，多くの生  
徒を送り込んでいるトップのプレップ・スクール出身の中では， わずか一人しか， PhiBeta  
Kappaのメンバーになれなかった。全米で知的水準の高さを誇ろうとするならば，これはやはり  
問題だった。1950年代から60年代前半までの改革は，新入生の出身地域を多様にして，競争率を  





部の高校や田舎の高校まで及んだ。   
最も重要な改革は，needLblind admissionsと呼ばれる入学者選考方法である。志願者のファ  
イルから経済面での情報を取り除いた。つまりイエールの学費を払えるかどうかにかかわらず，  
入学者を決定する。学費が払えないからといって，入学資格のある学生を拒否できない。これに  
－111－   













最も高く，ハーグァー ドよりも高かった。教官も驚くくらいのできのよい学生が入学してきた。  
とくに理系の教官は大喜びだった。気にくわないのは，もちろん伝統的なプレップ・スクールの  
関係者であった。最小限の配慮しかなされていない。卒業生も子弟が入り難くなったことを怒る。   
クラークがアンドーバーを訪問したとき，イエールはアンドーバーの成績下位4分の1をどう  
思っているのか尋ねられた。クラークは知らなかったが，′ 同じ質問が一週間前にハーヴァードの  
関係者にもなされていた。そのとき，ハーグァー ドは，一時期の徹底したメリトクラシーへの傾  
斜から，後退を続けていた。徹底したメリトクラティツクな選考は，1954年がピークで，その後  
は，すべての志願者が平等を基準に競争することが，ハーヴァー ドの制度としての利益にならな  
いとされた。ハーヴァードの教官，とくに理科系教官は怒ったが，その怒りは，当時のハーグァー  
ドの入学担当主任の次のような言葉によって吹き飛ばされた。「トップの高校生は，慎み深さがな  




した。アンドーバー で下位の学生には喜ばれる。   
イエールの対応は，反対で，アンドーバー のトップが欲しいと言った。イエールの下位4分の  
1は，ブリリアントな学生であることは確かだが，ただよい成績を取るよりも，今は他の活動を  












る，ハーヴァー ド大やイエール大やプリンストン大に進学した。その時期，ワスプ上流階級の特  
権が強化されたようであるが，名門プレップ・スクールとビッグ3との連結関係には，ジェント  
ルマンの「スタイル」と「メリット」というように，相対立する要素が含まれていたし，具体的  
































－113－   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第47号  
1970年代以降の具体的な変化については稿を改めて詳述したい。  

















（4）G．WilliamDomhoff，WhoRulesAmericaNow？：A Viewjbrthe80s（Prentice－Hall，1983）に  
上流階級の指標とみなされうる，私立中等学校のリストがある（pp．44－46）。分類は，論者によっ  
てやや異なる。E．Digby Baltzell，PhiladeLt）hia Gentlemen：77Le肋kingqfaNationalUi，Per  
Class（TheFreePress，1958；reprint，TheUniversityofPennsylvaniaPress，1979）では，最も  
威信の高い寄宿舎学校として16校があげられている（p．305）。  







準備のために設立されたホッチキス校などは，企業家系学校に分類されている。Peter W．Coo－  
kson，Jr．and CarolineHodgesPersell，物aringJbrIbwer：AmericanEliteBoardingSchooIs   
（NewYork：BasicBooks，1985），Pp．36－44．  
（7）ネルソン・W・アルドリッチJr．（酒井常子訳）『アメリカの上流階級はこうして作られる オール  
ドマネーの肖像』（朝日新聞社，1995年），68頁．  
（8）同書，70頁．  

















（19）E．Digby Baltzell，771e PTt）teStant Establishment：AristomlCy and Caslein America（New  
York：RandomHouse，1964）のp．127による。セントポールズ校は，1900年に卒業生が約100名  
で，その後もあまり変化はない。ちなみに，771eHandbookq／PrivateSchooIs（Boston：Porter  




（21）771eNew York77mes，Saturday，March4，2000．  
（22）現在のハーヴァード大の入学者選考については，David Karen，“Toward a Political－Organi－  
ZationalModelofGatekeeping：TheCaseofEliteColleges，”SociologyqfEducation，Vol．63，pp．  
227－240，1990．  
（23）以下は，JeromeKarabel，“Status－GroupStruggle，OrganizationalInterestsandtheLimitsof   





は，Richard Farnum，“Patterns of Upper－Class Educationin Four American Cities：1875－  
1975，”inPaulWilliamKingstonandLionelS．Lewis，eds．771eHigh－Status TrtlCk：StudiesQF  
EliteSchooIsandStrat所cation（StateUniversityofNewYorkPress，1990），pp．53－73．また  
ユダヤ系学生の定員割当制について扱った研究として，Marcia Graham Synnott，771e Ha折  


















る「カレッジボード・イグザミナーション」を受けて，ハーヴァード大に入学している。鶴見俊輔   
『期待と回想 上巻』（晶文社，1997年）の15～25貢に当時の様子がある。表1も参照されたい。  
－115一   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第47号  
（31）GeoffreyKabaservice，“TheBirthofaNewInstitution：HowTwoYalePresidentsandTheir  
AdmissionsDirectorsToreupThe‘01dBuleprint’toCreateaModernYale，”Ydle，December，  






























（教育社会学講座 助教授）  
表2 1999年度のブラウン大学の志願者と合格者におけるSAT得点の分布  




























100％   14，755  
岩井：槙準化された優秀性  





















計   
